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１ 地域連携事業

（１）年金制度説明会の開催及び研修会等への講師派遣状況

２

事務所

企業・その他
自治体・

公的機関等
社会保険
労務士会

社会保険協会
年金協会
連合会

１１月末合計
年間
計画

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数

山 形 ９回 ４５８名 ２回 ４２名 １回 ３５名 ２回 １９４名 （1回） （７０名） １４回 ７２９名 １５回

鶴 岡 ２回 ２７３名 ４回 ８４名 １回 ３５名 ３回 ２０４名 （2回） （102名） １０回 ５９６名 １０回

米 沢 ２回 １１３名 ー ー ー ー ３回 １７０名 （2回） （１０４名） ５回 ２８３名 １２回

新 庄 ２回 １０２名 ー ー ー ー ２回 ４８名 （１回） （１３名） ４回 １５０名 ６回

寒河江 ３回 １９６名 ー ー － － ３回 １４２名 （２回） （１０２名） ６回 ３３８名 ７回

合計 １８回 １，１４２名 ６回 １２６名 ２回 ７０名 １３回 ７５８名 （８回） （３９１名） ３９回 ２，０９６名 ５０回

昨年
同月末の

状況
１６回 ２，９３９名 ５回 １１４名 ４回 １２１名 １３回 ７００名 ０回 ０名 ３８回 ３，８７４名

年金制度の周知を図るため、年金制度説明会の開催や各種機関・団体、企業が主催する研修会
等に講師を派遣しました。



（２）市町村担当者との打合せ等

事務所

管内市町村 県全体 連携 １１月末合計
年間
計画

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 回数 参加者数 回数

山 形 １回 ５名 １回 ３０名 ５回 ７回 ３５名 １０回

鶴 岡 １回 １４名 ー ー ５回 ６回 １４名 １０回

米 沢 １回 ９名 ー ー ５回 ６回 ９名 １０回

新 庄 ２回 ２４名 ー ー ５回 ７回 ２４名 １０回

寒河江 １回 ５名 ー ー ５回 ６回 ５名 １０回

合 計 ６回 ５７名 １回 ３０名 ２５回 ３２回 ８７名 ５０回

昨年
同月末
の状況 ８回 ７６名 ２回 ７９名 ２０回 ３０回 １５５名

3

年金事業の円滑な運営・推進のためには市町村との連携が不可欠であることから、各年金事務所に
おいて、管轄市町村の担当職員との打合せや研修会を行うとともに、全市町村の新任担当職員を対
象とした事務研修会を開催しました。また、制度周知・啓発のため、市町村向け情報誌「かけはし」を提
供しました。各種打合せの際には、「年金生活者支援給付金制度」等の法改正にかかる事務処理や
「年金相談予約制」について説明しました。

３



（３）関係機関・関係団体との連携状況

事務所

社会保険
協会

年金協会
連合会

社会保険
労務士会

協会
けんぽ

運営調整
会議

官公署 その他
１１月末

合計
年間
計画

回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数 回数

山 形 ９回 １回 １０回 ４回 １回 ５回 ８回 ３８回 ４０回

鶴 岡 ２回 １回 ー ー ー ２回 １５回 ２０回 ２０回

米 沢 ３回 １回 ー ー ー ー ４回 ８回 ８回

新 庄 ー ー ー ー ー ー １０回 １０回 ８回

寒河江 １回 １回 ー ー ー ４回 １回 ７回 ８回

合 計 １５回 ４回 １０回 ４回 １回 １１回 ３８回 ８３回 ８４回

昨年同月末
の状況

１２回 ３回 １３回 ８回 １回 １０回 ２２回 ６９回

年金制度の周知・啓発事業を推進するため、関係機関、関係団体等と打合せ会などを開催しました。
また、チラシの設置やポスターの掲示を依頼しました。
主な取組は次のとおり。

①山形県社会保険協会と連絡協議会を開催し、年金制度研修会等への講師派遣や広報誌「社会保険やまがた」に
記事を提供するなど連携を図りました。

②山形県社会保険労務士会と業務連絡会議を開催し、年金相談窓口等の運営業務委託に関する調整や厚生年
金適用・調査事務にかかる打合せを行いました。

③協会けんぽと連絡会議を開催し、年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式の開催や年金委員・健康保険委
員の委嘱拡大勧奨等の取組みについて連携を図りました。

④商工会議所、事業所等へ、「年金生活者支援給付金制度」のリーフレットやポスター、「ねんきん月間」のチラシや
「年金の日」のポスター等掲示等協力を依頼しました。

４



（４）地域型年金委員との連携状況

5

事務所

連絡会 研 修 １１月末合計 年間計画

回数
参加
者数

回数
参加
者数

回数
参加
者数

回数

山 形 ２回 ２７名 １回 ２９名 ３回 ５６名 ６回

鶴 岡 ２回 １０名 ー ー ２回 １０名 ５回

米 沢 ３回 １１名 ２回 ７名 ５回 １８名 ５回

新 庄 ３回 ９名 １回 ー ４回 ９名 ５回

寒河江 ２回 ７名 １回 ー ３回 ７名 ５回

合 計 １２回 ６４名 ５回 ３６名 １７回 １００名 ２６回

昨年同月末
の状況 ８回 ６６名 ４回 ２４名 １２回 ９０名

地域住民に対して、公的年金制度の重要性を説明し、啓発を行うとともに、年金に関する相談や助言を
行っていただいている地域型年金委員に対し、四半期に１回程度連絡会を開催し、情報の共有や委員相互
の交流を図りました。また、県内年金事務所の枠を超えた合同研修会を１１月に開催しました。

注 研修は、合同開催のため各事務所に回数を登録しましたが、参加者数は山形に一括計上しました。
５



6

取組結果

・年金制度説明会は、関係機関（団体）との連携により、計画数５０回に対し、１１月現在３９回
の実施状況となっています。これまでの取り組みを基本として、より多くの方々に年金制度を理
解していただくために、引き続き、関係機関（団体）等へアプローチをしていきます。

・市町村担当職員研修・打合せ等は、計画どおり実施できています。引き続き、担当職員の
ニーズに合った研修を実施していきます。

・地域型年金委員連絡会は、山形県として今年度は四半期に１回程度の開催を計画しました
が、11月末現在、計画を下回っている状況です。年度末までに計画を実行し、年金委員の意
見要望を積極的に取り入れ連携を強化していきます。

（６）報道機関との連携状況

（５）市町村担当者向け情報誌「かけはし」の活用
県内市町村に対し２カ月に１回発行の定期的情報誌として提供しています。内容は、障害

年金講座や国民年金保険料免除申請書等各種申請書類受付事務にかかる留意点等を掲
載し、充実した内容になっています。

（７）地域連携事業の取組結果

山形県 政記 者クラブを通して、各報道機関に対し、7月に「地域年金事業運営調整会議の開催」、
11月には「年金委員・健康保険委員表彰伝達式の開催」 や「ねんきん月間の取組み」 「第1１回山
形県年金ポスターコンクール審査結果」等の周知を行いました。

６
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２ 年金セミナー事業

（１）教育機関別年金セミナーのアプローチ状況

次世代の主役となる若年層から、年金制度の仕組みや必要性について理解を深めていただき、納付意識の向

上や年金受給権の確保に結び付けるために、年金セミナー事業を推進してきました。今年度も、県教育委員会

（教育長）をはじめ県教育庁等を訪問し事業の趣旨説明を行い、県内の高等学校・大学等10１校に対しては年金

セミナーの開催について文書で要請を行いました。地域年金推進員（教職員OBに委嘱、現在山形１名、米沢１

名）をはじめ、各年金事務所において、年金セミナーの実施に向けたアプローチを行いました。

事務所
大学・短大 専門学校 高等学校 １１月末合計

対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 対象校数 勧奨数 実施率

山 形 ８校 ４校 １５校 １３校 １８校 ２７校 ４１校 ４４校 １０７．３％

鶴 岡 ３校 ３校 ４校 ５校 １７校 ３０校 ２４校 ３８校 １５８．３％

米 沢 ３校 ３校 １校 １校 １５校 ２２校 １９校 ２６校 １３６．８％

新 庄 ー ー ３校 ３校 ８校 ７校 １１校 １０校 ９０．９％

寒河江 ー ー ー ー ６校 ５校 ６校 ５校 ８３．３％

合計 １４校 １０校 ２３校 ２２校 ６４校 ９１校 １０１校 １２３校 １２１．８％

昨年
同月末
の状況

１４校 １１校 ２３校 ２６校 ６４校 ９２校 １０１校 １２９校 １２７．７％

７
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推進員による教員向け年金セミナーの様子

事務所

大学・短大 専門学校 高等学校 １１月末合計
年間
計画

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講
者数

対象
校数

実施
校数

受講者数 回数

山 形 ８校 ０校 ０名 １５校 １校 ３９名 １８校 ０校 ０名 ４１校 １校 ３９名 １３回

鶴 岡 ３校 ２校 ２８５名 ４校 ０校 ０名 １７校 ３校 ５０２名 ２４校 ５校 ７８７名 １３回

米 沢 ３校 ２校 ８８５名 １校 ０校 ０名 １５校 ０校 ０名 １９校 ２校 ８８５名 １４回

新 庄 ー ー ー ３校 １校 １７名 ８校 １校 ７４名 １１校 ２校 ９１名 ７回

寒河江 ー ー ー ー ー ー ６校 １校 ２００名 ６校 １校 ２００名 ３回

合計 １４校 ４校 １１７０名 ２３校 ２校 ５６名 ６４校 ５校 ７７６名 １０１校 １１校 ２，００２名 ５０回

昨年
同月末
の状況 １４校 ５校 ７３１名 ２３校 ５校 １３９名 ６４校 ４校 ４１１名 １０１校 １４校 １，２８１名

（２）教育機関別の年金セミナー実施状況
１１月現在、大学については昨年同等、高等学校については上回っている状況ですが、全体的に、今年度も２月、

３月に集中する傾向にあり、予定校について確実に実施します。引き続き、翌年度も含めたアプローチの内容として、

年間を通じた期間の中で実施校を増やします。

また、一昨年７月の運営調整会議において、ご助言をいただきました「税務署とのコラボ開催」については新たな方

向性を失わず、引き続き念頭に置き対応していきます。

地域年金推進員は、年金セミナーの講師（他事務所を支援）を務めるとともに、若手職員のプレゼン能力の育成を

図ってきました。

８



（３）年金セミナー事業の取組結果

9

取組結果

・アプローチ及び年金セミナーの実施状況については、昨年度同時期並みに推移しています。年度末まで
に予約をいただいている学校については確実に実施し、さらにアプローチを重ね1校でも多く実施できるよう
継続し取り組みます。
これまでの継続したアプローチの取り組みが最も重要であり、その成果として表されています。今後の課

題として、取り組みの中心である、地域年金推進員の配置が1名不足（3名枠に対して2名配置）しているこ
とが挙げられます。地域年金推進委員の安定した配置ができるよう、引き続き県関係機関や上部機関に
対して要請等取り組んでいきます

例年、年間実施件数の70％以上が12月以降の実施となっているため、引き続き、次年度の実施を見
据えたアプローチ内容として、年度前半での実施についても検討していただくよう要請していきます。また、
未開催の高等学校については、粘り強くアプローチを継続していきます。

中学校での実施については、年金ポスターコンクールへの応募校を中心に一部中学校に勧奨を行って
きましたが、11月現在実施できていません。中学校での実施に向けて、上部機関に対して要請することを
検討していきます。

９
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３ 地域相談事業

（１）年金事務所以外での出張年金相談の実施結果

事務所
年間
計画

実施場所 実施計画日/回数
１１月末
合計

相談者数

山 形 １４回 山形市役所
６月以降 / １回 （第４木曜日）
※４月、５月は月２回実施

１０回 ５２名

鶴 岡 ０回 ０回 ０名

米 沢

４回 長井市役所 ４月・７月・１０月・１月に各１回 ３回 ２４名

４回 小国町役場 ５月・８月・１１月・２月に各１回 ３回 ２２名

４回 白鷹町中央公民館 ６月・９月・１２月・３月に各１回 ２回 １２名

新 庄
１２回 尾花沢市役所 毎月 / １回 （第３水曜日） ８回 ３２名

１２回 大石田町役場 毎月 / １回 （第２木曜日） ８回 ４３名

寒河江 １回 東根市役所 １０月１０日（随時） １回 ２名

合計 ５１回 ３５回 １８７名

昨年
同月末
の状況

８６回 ５７回 ２６１名

年金事務所に出向くことが難しいお客様の利便性向上を図るため、出張年金相談を実施しています。

年金相談の周知・広報については、「日本年金機構からのお知らせ」に記事を掲載するとともに、市町

村広報誌においても記事掲載の協力を得て実施しています。

１０



（２）ハローワークにおける離職者を対象とした説明会の開催結果

11

県内ハローワークにおいて、離職者に対する国民年金の手続きの周知を図り、国民年金保険料免

除制度についての説明や相談を実施しています。

開催事務所・場所 年間計画 １１月末回数 参加人数

山形（ハローワーク山形） ２４回 １８回 ２，８３５人

鶴岡（ハローワーク鶴岡・酒田） １１０回 ７８回 ２，１５４人

米沢（ハローワーク米沢） ５５回 ３９回 １，２６４人

新庄（ハローワーク新庄） ２６回 ２２回 ５５８人

寒河江（ハローワーク寒河江・村山） １００回 ７０回 １，３７５人

合 計 ３１５回 ２２７回 ８，１８６人

昨年同月末の状況 ２６９回 １９９回 ７，１７８人

１１
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（３）その他の出張年金相談等の実施

山形行政監視行政相談センター主催の合同行政相談所に職員を派遣し、出張年金相談を行いました。

①行政監視行政相談センターの「合同行政相談所」における年金相談会の実施

事務所 開催場所 開催日 相談者数 対象地区

山 形 山形市役所 １０月１６日 １名 山形地区

新庄
最上広域交流センター

ゆめりあ
１０月８日 １名 新庄地区

寒河江
寒河江市ハートフル

センター
７月２３日（火） １名

寒河江
村山地区

合計 （昨年度） ３回 （３回） ３名 （５名）

昨年、県内で初めて実施することができた大型商業施設を利用した年金相談会（１１月の「ねんきん月間」及び

１１月３０日「年金の日」の取組）の継続した取り組みとして、今年度は６月に前倒し実施することができました。。

イオンモール天童において、イベント案内掲示や館内放送について協力していただきました。

②商業施設等における出張年金相談の実施

事務所 開催場所 開催日 相談者数 チラシ配布

山 形
イオンモール天童
１階センターコート

６月２０日 ２３名 ２５３部

１２

イオンモール天童１階センターコートでの
年金相談の様子
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取組結果

・市町村での出張年金相談は、年間計画に基づき開催しております。引き続き、市町村と連携を図り、お
客様のニーズを把握するとともに、予約枠を有効に活用し利便性を確保していきます。

・ハローワークにおける説明会については、昨年7月より村山でも開催することができ、参加者数は昨年を上
回っています。
・合同行政相談所については、職員を派遣し共同開催しました。引き続き積極的に対応していきます。

・商業施設等での年金相談会の開催については、昨年に続いて山形年金事務所がイオンモール天童にお
いて開催することができました。今後も、開催の継続と会場の拡大が課題となりますが、県民が年金を身近
に感じてもらう機会を増やすため、引き続き実施していきます。

（４）地域相談事業の取組結果

１３

③イベント共催による年金相談の実施

１１月６日、山形公共職業安定所主催の『福祉のしごとフェア２０１９』がビックウイングで開催され、

昨年度に引き続き職員を派遣し、６名の相談がありました。

１１月１１日、人財育成推進・確保対策協議会主催（新庄地区）の『きて・みて・きいて就職面談

会』がニューグランドホテル新庄で開催され、職員を派遣し、納付相談・制度説明会を実施しました。
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（１）年金委員への情報提供

４ 年金委員活動支援事業

（２）職域型年金委員研修会の実施
県内社会保険委員会及び各支部が主催する研修会に、積極的に講師として職員を派遣し、年金生活者支援

給付金制度等法改正や在職老齢年金の仕組み、社会保険事務手続き等説明しました。また、各種役員会、研修

会、意見交換会等を通じて年金委員活動の支援を行ってきました。

事務所 回 数 受講者数 支援回数 １１月末合計 年間計画

山 形 ３回 １５４名 ６回 ９回 １３回

鶴 岡 １回 １０２名 ３回 ４回 ５回

米 沢 ７回 １９８名 １回 ８回 １０回

新 庄 １回 ２５名 ５回 ６回 ６回

寒河江 １回 ５７名 ３回 ４回 ５回

合計 １３回 ５３６名 １８回 ３１回 ３９回

昨年
同月末
の状況 １２回 ４１３名 １３回 ２５回 ３１回

実施年月 対象年金委員 内 容

６月 地域型 ・広報誌「支えあい～年金委員だより」の送付

１０月
地域型

・広報誌「支えあい～年金委員だより」の送付
・「地域型年金委員活動の手引き」の送付
・ねんきん月間、年金の日、予約相談のリーフレット及び「ねんきんネット」アクセス
キー登録申込書の配布（連絡会）

職域型 ・ねんきん月間についてのリーフレット・ポスターの送付
職域型・地域型 ・「年金生活者支援給付金」制度周知のリーフレット・ポスターの送付

１１月 地域型 ・障害年金ガイドのパンフレット配布（県内合同研修会）

１４
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（４）年金委員委嘱者数の推移

事務所
平成３０年度末 （Ａ） 令和元年１１月末 （Ｂ） 増減 （Ｂ）-（Ａ）

職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計 職域型 地域型 合計

山 形 ５８８ ４６ ６３４ ６００ ４７ ６４７ １２ １ １３

鶴 岡 ４１４ １５ ４２９ ４１２ １４ ４２６ ▲２ ▲１ ▲３

米 沢 ４０７ １４ ４２１ ４０７ １４ ４２１ ０ ０ ０

新 庄 １３５ ５ １４０ １３４ ５ １３９ ▲１ ０ ▲１

寒河江 ２４１ １３ ２５４ ２４３ １４ ２５７ ２ １ ３

県内計 １，７８５ ９３ １，８７８ １，７９６ ９４ １，８９０ １１ １ １２

事業所数
（委嘱率）

１９，１６０
（9.32％）

ー
１９，３３５
（9.29％）

ー

職域型については、全国健康保険協会山形支部と協力し実施している新規適用事業所に対する依頼文書の送付を基

本に取り組んでいます。また、各事務所管内各種役員会等において、引き続き要請をしていきます。また、退職等により

解職の連絡が入った際は、積極的に後任者の選出をお願いしています。

各事務所独自の取り組みとして、米沢年金事務所では、米沢商工会議所会報10月号に掲載をしていただきました。寒

河江年金事務所では、7月に、健康保険委員の届はあるものの年金委員の届はない19事業所に対し文書勧奨したところ

1件の申し出をいただきました。

地域型については、退職する職域型年金委員へ、地域型への移行をご案内をしてきました。 厳しい状況ですが引き続

き対応します。今後、山形年金事務所では県内全市町村、山形県社会保険労務士会、山形県年金協会連合会に対し

委嘱要請を行います。

（３）年金委員委嘱拡大の取り組み

１５
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（５）年金委員の功労者表彰伝達式の実施

協会けんぽ山形支部、山形県社会保険委員会連合会、山形県社会保険協会との共催により、多

年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々に表彰状が伝達されました。併

せて山形県社会保険委員会連合会役員研修会が開催されました。

【開 催 日】 令和元年１１月２０日（水）

【開催場所】 山形グランドホテル

【受 賞 者】 厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 ４名

日本年金機構理事表彰 １３名

※健康保険委員からは厚生労働大臣表彰1名、全国健康保

険協会理事長表彰４名、 全国健康保険協会山形支部長表彰

１１名が受賞されました。

表彰伝達式における委員研修会の様子

１６

表彰伝達式の様子
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取組結果

・職域型年金委員で組織されている社会保険委員会が主催する研修会等に、講師を派遣し支援を行っ
てきました。課題としていた年金事務所が主催する研修会については、昨年に引き続き、協会けんぽと合
同で開催していきます。引き続き、協会けんぽと協力し実施していくことで、企業において、制度周知が図
られるよう取り組みます。
情報提供としては、研修会等でのチラシやリーフレット配布や、全委員への郵送する等、機構が取り組む

事業の周知と事業への協力要請を行いました。

・今後も文書勧奨を中心に委嘱拡大を図っていきますが、11月末現在、県内の年金委員総数は、前年
度末委員数を維持している現状です。
職域型年金委員数は事業所数が増加している割には委嘱数が伸びていない状況は続いています。引き

続き、事業主に対し協会けんぽと共同で文書勧奨を実施していくとともに、関係機関（団体）の会報等への
掲載（依頼）をしながら委嘱拡大を進めていきます。なお、健康保険委員のみ設置の事業所に対しても同
様に取り組んでいきます。
また、地域型年金委員は11月末現在は維持しておりますが、今年度末で更新（３年更新）対象となる方

が多く、大きく減少することが予想されます。更新を希望されない方は、高齢者が多いこともあり、新たな委
嘱拡大が重要課題となります。市町村をはじめ社会保険労務士会、年金協会連合会へ委嘱の要請を行
います。また、委員活動を支援するため、ご意見やご要望をお聞きする機会である、連絡会や研修会の充
実を図っていきます。

（６）年金委員活動支援事業の取組結果

１７



５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組
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事務所 取組結果

山形県内
全年金事務所

令和元年度 年金委員・健康保険委員功労者表彰伝達式及び山形県社会
保険委員会連合会役員研修会 ねんきん月間

各地区社会保険委員会役員会（研修会）、年金委員連絡会（研修会）

年金相談窓口の開設（年金事務所内） 年金の日

国民年金保険料納付相談会（年金事務所内） 年金の日

令和元年度「山形県社会保険協会 社会保険事務講習会」

通常事業

ハローワークにおいて離職者を対象とした説明会

高校・大学等へ年金セミナー実施のアプローチ及び年金セミナー

山形・米沢・新庄 出張年金相談

山形年金事務所
福祉のしごとフェア２０１９（共催）

ねんきん月間
山形県職員退職者会山形支部研修会

寒河江年金事務所 東根市さくらんぼタントクルセンターにおいて国民年金納付相談会

新庄年金事務所 きて・みて・きいて就職面談会において納付相談・制度説明会

５ 「ねんきん月間」「年金の日」の取組

日本年金機構は、厚生労働省と協力して１１月を「ねんきん月間」、 １１月３０日（いいみらい）を「年金の

日」と位置付け、県民の皆様に年金制度を理解していただけるよう、積極的に公的年金制度の周知や啓

発活動を行いました。

１８
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６ 「わたしと年金」エッセイ

国民の皆様に年金制度に対する理解を深めていただくため、中学生

以上を対象に公的年金をテーマとしたエッセイの募集を行いました。

周知・広報については、教育機関、関係機関（団体）などにポスター

やリーフレットの設置のご協力をいただいたほか、年金セミナーの実施と

あわせて依頼しました。

【募集期間】 令和元年６月３日～令和元年９月１３日

【賞】 厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞ほか

【応募状況】 応募総数１１８４件のうち、山形県の応募件数０件

「わたしと年金」エッセイポスター

７ 第１１回山形県年金ポスターコンクール

東北厚生局をはじめ、山形県社会保険協会等7団体に後援をいただ

き、県内の中学生を対象として、年金制度に親しんでいただくため、年金

をテーマとしたポスターを作成していただきました。

【募集期間】 令和元年６月１０日～令和元年９月２０日

【賞】 最優秀賞１点、優秀賞５点、入選５点

東北厚生局長賞１点、山形県社会保険協会長賞１点

【応募状況】 応募校１６校、総数５６件（昨年度１５校、６４件）

入賞者には、各年金事務所で中学校を訪問し表彰を行いました。
１９

中学校での表彰式の様子
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事業種類 ご意見 対応状況

地域連携事業

【年金制度周知の重要性】
いわゆる2000万問題など、年金に対する不安・不信が

取りざたされているが、知識不足から来ているものと考え
る。制度の周知が重要である。若年者に対する啓発活動
も大事。

【大学での取り組みとのコラボ】
東北公益文科大学で高校生向けに、なぜ年金を納め

るかという教育用の動画を作成しYOUTUBEで発信してお
り大変面白い取り組みと感じた。コラボなどできれば若年
層への周知に役立つのではと思う。

わが国の公的年金制度は、高齢者の所
得保障としてだけでなく、障害や一家の働
き手が亡くなるといった不測の事態に備え
る保険として、国民生活にはなくてはなら
ない極めて大切な役割を果たしており、将
来に向けて安定的に運営されるためには、
公的年金の意義や必要性について国民お
一人おひとりへ啓発していくことが重要と
なっています。特に、これからの世代を担
う中学、高校生や大学生には、年金制度
を正しく理解したうえで制度に加入してい
ただくことが不可欠であると考え、年金セミ
ナーを継続して取り組みます。

若年層向けの年金制度説明にあたって
は、動画等の映像を使用することも効果
的であると考えられます。年金セミナーを
実施前に実施校と調整を行います。新た
な教材開発のために、セミナー実施後の
アンケート等により、ご意見・ご要望を伺っ
てまいります。

８ 山形県地域年金事業運営調整会議

第１４回会議（令和元年７月１７日開催）にかかる主なご意見と対応状況

２０
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事業種類 ご意見 対応状況

地域連携事業

【家庭での年金話題の重要性】
昨年まで社会科の教員をしていたが、授業の中でじい

ちゃんやばあちゃんが、どのくらい年金をもらっていると思
うか生徒に問いかけると結構知っている生徒もいる。生
徒たちに教えるだけではなく、家庭での話題になるように
大人がもっとかかわっていかなければならない

【エッセイから小論文へ】
私と年金のエッセイについて、山形県の応募がゼロ件

だった。エッセイとは身近なことから書くものなのでなかな
か難しいと思う。エッセイではなく小論文にしてはどうか。
大学入試の仕組みも変わってきており、小論文のコン
クールのようなものにすれば、生徒への評価につながる
と考える。

【学生から学ぶ新しい発想】
社内では新しい発想を新しい人たちに考えてもらってい

る。本会議も低年齢化を図り、新しい発想を取り入れて
いければどうか。大学生に入ってもらうなど新しい取り組
みにチャレンジしてくことができれば、マスコミも興味を示
すと思う。

公的年金制度は、「世代と世代の支えあ
い」と言われるように、広く世代や地域・職域
を超えた社会連帯 のもとに成り立っています。
「年金制度の仕組みや役割」について説明
するとともに、「年金制度が生活の中にどう結
びついているか」について家庭での話題とな
るよう工夫してまいります。

高校生を対象としたご意見として、上部機
関に報告いたしました。年金制度について関
心を持っていただくために、「私と年金エッセ
イ」について、引き続き周知に努めます。

具体的取組項目は出来ておりませんが、こ
れからも年金セミナー等において、意見を伺
いながら形にしたいと考えております。

２１
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事業種類 ご意見 対応状況

地域相談事業

【出張年金相談】
出張相談について、年金事務所に行くことなく相談がで

きて大変良い。回数と相談者数について地域的な偏りが
あると思うが、年金事務所としてはどのように考えている
か。また、今後はどのような方向で考えているか。

【商業施設での出張年金相談】
自治体やイオンモールにて年金相談をしているがイオ

ンモールのほうは相談者数が少ないようだが、効率化を
目指しているのではないか。

市町村と連携を図り、引き続きお客様の相
談ニーズを把握し実施いたします。また、相
談ツールとして「ねんきんネット」の普及推進
を図ります。

地域住民の皆様が、年金を身近に感じても
らう取り組みとして重要であると考えておりま
す。各地域において実施できるよう努めてま
いります。

２２

年金委員活動
支援事業

【地域型年金委員の委嘱】
年金委員の委嘱数が減っている、必要があれば社会

保険労務士会に相談してほしい。
ご理解とご協力に感謝申し上げます。第4

四半期に文書にて依頼することにしておりま
す。
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事業種類 ご意見 対応状況

年金セミナー
事業

【学校でのＰＶの活用】
すべての学校に回ることは不可能なので、PVを作成し

て各学校に配布し、時間のある時に見てもらうことができ
たら良いと考える。

【幼少時期からの年金環境づくり】
ただ今のPVの話は大変良いと考える。非常に時間はか

かるかもしれないが、年金は大事なものという気分を醸
成していければと思う。そのためには高校、大学といわず
幼少のころからそういった教育が必要。地域や家庭で興
味を持ってもらえるように、公民館等の社会施設に年金
が話題となるようなパンフレットを置くとかいろいろあると
思う。

生徒のみなさんに年金制度を理解していた
だくための教材開発の参考として、ご意見を
承りました。具体化に向けて、教育機関並び
に関係機関の皆様から意見を伺いながら形
にしたいと考えております。

地域・家庭において、年金に関心を持ち、
話題にしていただくことは大変ありがたいこと
と思っております。地域公民館等におけるポ
スター掲示、パンフレットの備付けについては
地域型年金委員の皆様の協力をいただき実
施しております。より多くの皆様から年金委員
として活動していただけるよう、委嘱活動に取
り組んでまいります。

２３

その他

【運営調整会議】
要綱に回数は乗っていない。山形県は年２回だが全国

的に回数はどうか。時期をずらして１回でもよいのでは。

【運営調整会議】
似たような点が続いていると考えている。意見があった

後に取り組む前に次の会議が開催されているように感じ
るので年１回でよいと考える。

ご意見をいただき検討させていただいた結
果、年1回の実施とさせていただくことにしまし
た。地域年金展開事業の充実に努めてまい
ります。

上記に同じ
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９ ねんきんネットの利用促進

「ねん きんネット」は、年金記録の確認、将来の年金 見込額の試算、電子版「ねん きん定期便」の閲覧、

各種通知書の確認や再交付申請などに対応しており、年々機能も充実しています。また、 ２４時間利用

可能となっています。

年金事務所では、「ねんきんネット」の利用促進を図るため、ポスター掲示やチラシの設置・配布を行い

多くの方々に利用していただけるようご案内しています。

利用するためには、「ねんきんネットＩＤ」が必要となりますが、アクセスキーがあれば、速やかに「ねんきん

ネットＩＤ」を取得することができます。

手続きの利便性を高めるため、年金事務所では利用を希望されたお客様にはアクセスキーを即日発行

しています。

２４
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